
最近，「組み込み技術者が○万人も不足！」などと書かれ

た記事をよく見かけます．日本の「ものづくり」に欠かせな

い，組み込み（エンベデッド）技術者の育成が急務となって

いるようです．

そのような中，経済産業省，および情報処理推進機構

（IPA）ソフトウェア・エンジニアリング・センター（SEC）

は，「人材の育成」，「人材の有効活用」の実現を目指して組

込みスキル標準（ETSS）を発表しました．このETSSの考

え方に沿って作られた試験制度が ETEC（Embedded

Technology Engineer Certification；組込み技術者試験制

度）で，ETEC試験の一つがここで取り上げる「組込みソ

フトウェア技術者試験 クラス2」です．この試験は2006年

11月より開始されています．本連載では，組込みソフト

ウェア技術者試験 クラス2の模擬的な試験問題とその解

答，および解説を掲載していきます．

● ETECとは

ETECとは組込みシステム技術協会（JASA）注 1が実施

する，組み込みソフトウェア開発者向けの試験制度です．

組込みソフトウェア技術者試験は，図1のようにエント

リ・レベルのクラス2と，ミドル・レベルのクラス1から

構成されます．現在，クラス2が実施されており，並行し

てクラス1を実施するための準備が進められています．

クラス2の対象者は，上位レベルのエンジニアの指導の

もとで，業務上の課題の発見・解決を行えるエンジニアで

す．例えば，チーム・リーダなどの指示・指導のもとで組

み込みシステムのソフトウェア開発業務をこなす，比較的

開発業務経験の浅い技術者が主な対象となります．図2に

クラス1とクラス2の位置付け，およびその対象者像を示

します．

● 試験の実施方法

試験はコンピュータを使用したCBT（Computer Based

Test）によって実施されます．全国の会場において場所や

日時を自由に選択し，受験することができます．

受験者は，試験会場に用意されたコンピュータから出題

される多肢選択式（四肢択一）の120問の問題を90分間で

解答します．試験結果は点数で示され，試験が終わってす

ぐ，その場でスコア・レポートによって確認できます．
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注1：組込みシステム技術協会（略称 JASA）は，マイコン応用システム開

発を中心とするシステム・ハウスの団体である「社団法人 日本システ

ムハウス協会」として発足した．現在では時流に合わせて組み込み技

術に特化し，2006年 4月に協会名を「社団法人 組込みシステム技術

協会（Japan Embedded Systems Technology Association）」に変更し

ている．JASAの活動の一つとして，毎年11月にパシフィコ横浜に
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られる．2006 年からは西日本で唯一の組み込み展示会である

Embedded Technology Westも開催している．また，組み込み技術

の講習会や組み込み関連書籍の刊行，ETソフトウェア・デザイン・

ロボット・コンテスト（ETロボコン）なども開催している．
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　 上級者の指導の下にプログラミング作業を行える技術者に必要と�
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図1 ETECの試験構成

組込みソフトウェア技術者試験は，二つの試験から構成され，各試験の合格者には
試験の作成団体から証明書が発行される．

KEYWORD――組込みソフトウェア技術者試験，ETEC，ETSS，JASA，CBT，エントリ・レベル，技術要素，
開発技術，管理技術



● 合否ではなく，スコアで評価

ETEC試験は合格・不合格で評価される試験ではありま

せん．試験終了直後にスコアが出ます．また，図3のよう

な証明書が後日送られてきます．そこには，スコアや総合

グレード，分野別のグレードが示されています．この試験

では，スコアの点数よりも自己の分析を行うことが重要と

されています．知識のバランスのよい技術者になるために

は，自身の弱い分野を分析したり，それらの知識を補充し

たりすることが重要です．また，一定期間を経過すると再

受験できます．再受験して不得意分野のスキルが向上した

かどうかを確認するのも良いでしょう．

● 三つの分野から出題

ETECのホームページに掲載されている試験概要の中に

は，クラス2の出題範囲が示されています．そこに，クラ

ス 2の問題は「技術要素」，「開発技術」，「管理技術」の分

野から出題されると書いてあります（図4）．

また，ETEC試験のホームページには，スキル・チェッ

ク・ミニテストが掲載されています．このスキル・チェッ

ク・ミニテストは，本試験の内容とは異なるようですが，

試験問題の内容やレベルを推測する上で参考になります

（pp.139-141のコラム3「スキルチェックミニテスト」を参

照）．

●ETEC試験は万能のツールではない

組み込みシステムのソフトウェア開発に求められるスキ

ルのうち，試験で測れるのは最大公約数の分野にとどまり

ます．ドメイン（開発するシステムや製品）に特化した分野

やヒューマン・スキルなどは含まれていません．

ある場所で開催されたETEC試験のセミナで，隣に座っ

ていた参加者の方が「出題範囲が会社の求める組み込み技

術の一部分だけであり，使いものにならないかも…」と話

しているのが耳に入りました．どうやらメーカのマネー
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図2 組込みソフトウェア技術者試験クラス2の位置付け

クラス２試験では，組み込みエンジニアの職種のうち，ソフトウェア・エンジニア
のエントリ・レベルを対象に試験を実施する．クラス２試験はソフトウェア・エン
ジニアを主たる対象としているが，テスト・エンジニアなど，そのほかの職種の知
識の確認にも利用できる．なお，エントリ・レベルとは，上位レベルのエンジニア
の指導の下で，業務上における課題の発見・解決を行えるエンジニアを意味する．

図3 組込みソフトウェア技術者試験クラス2の証明書

後日，送付される証明書には，スコアやグレードによる評価が記載されている．ス
コアは800点満点の総合点で評価したもので，グレードは総合点をA，B，Cにクラ
ス分けしたもの．また，出題範囲の三つの分野（技術要素，開発技術，管理技術）の
得点範囲もA，B，Cのクラスで評価されるので，不得意分野を知るときの参考になる．
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¡学生，これから就職する人――自分のスキルの証明

¡新人――スキルアップの証し．例えば，新人研修前と

研修後に受験して，「新人研修を受けて，これだけ進

歩しました」または「入社1年でこれだけ，進歩しま

した」と，スキルアップを証明する

¡経験１～２年のエンジニア――現時点での知識の棚

卸しを行い，得意・不得意分野を把握する

¡中堅エンジニア――自身の知識の棚卸し，知識のリフ

レッシュ．中堅は部下の指導も必要なので，部下に

勧めてみるのも良い

¡管理者以上――共通の物差しとしてプロジェクト・

チーム編成の参考にしたり，社内評価の参考にした

りする

コラム1

組込みソフトウェア技術者
試験をいかに活用するか




